生物化学　課題８
　　　　　　　　　　　　　　　　

オミックスは、「研究対象＋omics」という名称を持つ生物学の研究分野である。その中でも、ゲノミクスおよびプロテオミクスはシステム生物学の中心になる学問分野だと考えられている。ゲノミクスとはゲノムと遺伝子についての研究であり、プロテオミクスとは、特に構造と機能を対象としたタンパク質の大規模な研究のことだ。ゲノムがある生物の持つすべての遺伝子セットを表すのに対し、プロテオームはある生物が持つすべてのタンパク質のセット、あるいはある瞬間に発現している全てのタンパク質のセットを表す。ゲノミクスは人間や病原菌のゲノム構成を明らかにするゲノム解析により得られる。プロテオミクスは二次元電気誘導などを用いてタンパク質を分解し、タンパク質の構造・機能の解析、タンパク質間相互作用の解析により得られる。ゲノムの解析、タンパク質の解析により、病気と関係するたんぱく質を見出し、その三次元構造からタンパク質の活動を阻害するような物質をデザインするなどして新たな治療薬を開発することに役立つ。また、人それぞれの遺伝子がわかると、個人にとってより効率的に働く薬剤をデザインすることもできる。
[bookmark: _GoBack]また、様々な生物のゲノムを解析することにより食品・農業へも応用できる。
